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~プログラミング講習会~



<CHaserとは>
壁やアイテムが配置さ

れたステージの中で1対1

で対戦するゲーム

相手を動けないようにする
または

相手よりアイテムを多くとる
が勝利条件





<マップ情報>

マップには、C H 床 壁 アイテム の４種類
マップ情報がわからない不明が存在

プログラムで表すときは・・・
床 ０
相手 １
壁 ２
アイテム ３
不明 １０ ? というように表す



ターン開始時GetReadyを実行
→自分の周り9マスのマップ情報を自動で取得
取得したマップ情報は記憶される

＜人間視点＞ ＜キャラクター視点＞

＜不明＞

? ? ? ? ?

? ?

? ?

? ?

? ? ? ? ?



<アイテム説明>

がある位置に行くと

得点が加算

そして が前のターン
いた位置が となる

GAME OVER壁が置かれる



<キャラクターの座標>

または を中心

周り9マスに1から9の <CHaserマップ> <キャラクターの座標>

値がある

右では の座標は「８」

（ から見て「下」となる）

1 2 3

4 5 6

7 8 9

座標を示すときは

「value[数字]」と書く



<プログラムに変換>

「下に があるとき」
をプログラムにすると…

‘value[8] == 3’ となる

‘value[8]’ は 下の座標
‘３’ は アイテム
‘==’ は それぞれが同じ

であることを表す

床 ０
相手 １
壁 ２
アイテム ３

1 2 3

4 5 6

7 8 9



<プログラム練習>

「左に （相手）がいるとき」
value[4] == 1

「右上に （壁）がないとき」
value[3] != 2

!= は 同じではないとき

練習１の1～3を解いてみよう!

床 ０
相手 １
壁 ２
アイテム ３

1 2 3

4 5 6

7 8 9



<複数の条件>

<Chaserマップ>
右に があるとき

または
下に があるとき
value[6] == 3 || value[8] == 3

右に ￥がいるとき
かつ

左上に があるとき
value[6] == 1 && value[1] == 2

‘||’ または
‘&&’ かつ



<もし～ならば>

もし上に があるならば
if (value[2] == 3)

もしそれ以外で
下に があるならば
else if(value[8] == 3)

それ以外ならば
else

<Chaserマップ>

‘if’ もし(条件)ならば
‘else if’ もしそれ以外で(条件)ならば
‘else’ それ以外ならば



<キャラクターの座標2> <CHaserマップ>

value[2]

map[x+2][y]と表す

map[x-2][y-1]と表す

x

y 上 y+

下 y-

右 x+

左 x-



＜動作＞
・移動 (mode2～8) ・プット (mode12～18)

1マス移動する 壁を置く

上に移動(mode = 2;) 左に壁を置く(mode = 14;)



・ルック (mode 22～28) ・サーチ (mode 32～38)
3×3の9マスを探査 1×9の9マスを探査

下にルック(mode = 28;) 右にサーチ(mode = 36;)

＜動作＞

？ ？ ？

？ ？ ？

？ ？ ？ ？ ？

？ ？ ？ ？ ？

？ ？ ？ ？ ？

←不明(なにがあるかわからない)



・ルック (mode 22～28) ・サーチ (mode 32～38)
3×3の9マスを探査 1×9の9マスを探査

下にルック(mode = 28;) 右にサーチ(mode = 36;)

＜動作＞

？ ？ ？

？ ？ ？

？ ？ ？ ？ ？

？ ？ ？ ？ ？

？ ？ ？ ？ ？

←探査をすることによりマップ情報がわかる



＜動作＞
動作は、mode = 数字；と記述
十の位 動き 移動:０ プット:１ ルック:２ サーチ:３
一の位 方向 上：２ 左：４ 右：６ 下：８

左にプット
mode = 14; と表せる

もし左上に があるならば 上に移動
if(value[1] == 3) mode = 2;

1 2 3

4 6

7 8 9



・効率よく探査を行いアイテムの場所や相手の
位置を把握する

・一度通ったことのある道はできるだけ通らない

・取れないアイテムの判別をしっかりとする

＜勝つためのコツ＞


